
活動団体名：一般財団法人箱根町観光協会

活動地域 ：神奈川県足柄下郡箱根町

活動におけるテーマ

『みんなでつくる SDGs Show Room』

令和4年度 環境で地域を元気にする
地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業

成果共有会 発表資料

活動団体の本事業への関わり
今年度より‟環境整備“に取組む

昨年度から引き続き‟環境整備“に取組む ☑
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活動団体および活動地域の紹介



地域循環共生圏を実現することで目指す地域の姿
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R4 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

事業全体

MTG 第9回MTG 第10回MTG第8回MTG 第11回MTG第7回MTG

関東ブロッ
ク中間共有

会

第12回MTG

全国
成果共有会

第13回MTG 第14回MTG

全国キック
オフミーテ
ィング

マンダラ作成・更新

地域のありたい未来実現のためのこれまでの歩み

マンダラ
Ver.2

マンダラ
Ver.3

マンダラ
Ver.4

8回の定例会議を開催（今後実施予定を含む）

１、マンダラの完成

ver.2あたりから、マンダラをつくるフェーズから使うフェーズに移行したことを実感

２、他団体との意見交換

圧倒的な軸を持っている団体、コンセプトを公募する団体などと意見交換をする中で、箱根の強みは何？

を考えるきっかけとなった。事業のタネを見つけることとともに、既に取り組んでいることを周知することの

大切さを感じた。

３、事業化に向けた議論を通じて

現状と目標が明確であると、やはり打ち手議論が深まると実感

行政MTG
他団体との

MTG

事業化へ向けた議論

マンダラVer.0 令和4年1月頃 マンダラVer.2 令和4年10月頃 マンダラVer.4 令和4年12月頃



現状の地域プラットフォームと取組を通じての変化
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・箱根DMOはすでに、箱根町内の主要事業者

（メンバー）が加入しているため、プラットフ

ォーム自体はそれほど大きくは変わっていない。

・議論をつづけていくことで従来は想定してい

なかった企業との接点・協業が生まれた。

・他事業者の先行的な取り組み事例・成功例を

知ることで自社内でのハードルを取り除くこと

ができる。

・一部の事業者間で連携し、スモールスタート

をきることができる。

・オール箱根 各事業者の取り組みを箱根全体

の取り組みとすることが必要

【現状の地域プラットフォーム】 【地域プラットフォームの変化】



取組を通しての成果と新たに見えてきた課題
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【成果】

・DMO（戦略推進委員会）のプラットフォームが

しっかり 機能していることに改めてきづいた。

観光に限らない課題を議論する場となっている。

・各事業者は自社で自ら様々なことを実行してい

る。 それら取り組みをオール箱根で周知していく

ことが重要

・他事業者も参考にして、横展開していければな

およい。

・ありたい姿を0ベースから議論開始。

事象とそれらが与える影響を徹底的に議論し、

安易に打ち手議論にいかなかったことで、しっか

りとした迷った時に立ち返るマンダラをつくるこ

とができた。

・当初では想定していなかった、ステークホルダ

ー、関係会社との接点が増えた。

【新たに見えてきた課題】

・事業化に向けて議論が細部にいけば行くほど、

様々なハードルが出てきた。

（保健所、社内コンプランス・ブランド問題）

・事業化へ向けての議論を進めるにあたり、どう

しても一部のテーマに絞らざるを得なくなった。

次年度以降、議論が休止しているテーマについて、

どのような形で再度進めていくか検討していく必

要がある。



活動における今後の展望
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１、今進めていることを確実に事業化する

・実地調査等による現状把握

・一部施設によるスモールスタート

・成功事例の共有による、取り組み事業所の拡大

・サステナブルにするために、企業が無理せず続けていけるように、

町の補助を得られるような働きかけ

・箱根町内で循環できる仕組みの構築（例）食品残渣から肥料など

企業間を超えた取り組み

２、箱根町の取り組みの周知

・各事業所が実施している取り組みを、オール箱根の取り組みとして発信していく

WEBサイトを構築

・外部、内部への発信と周知

・サイトの活性化

３、別テーマでの事業のタネを見つける

・次年度に取り組むテーマを決める

・進めている事業化案件とは別のプロジェクトで個別（単独）で進める。
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